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安全にお使いいただくために

OpenView SDKは、工業材料および商用材料の非破壊検査用カスタムアプリケー
ションを作成することを目的に設計されています。

ユーザーズマニュアル

本マニュアルには、オリンパス製品を安全にかつ効果的に使用するために必要な情
報がすべて記載されています。 使用前に必ず本マニュアルをお読みになり、 マニュア
ルに従って製品を使用してください。

本マニュアルは、安全ですぐに読める場所に保管してください。

本マニュアルに示される画面イメージの詳細の一部は、ご使用のソフトウェアに表
示される画面イメージと異なる場合があります。 操作の動作原理は同じです。

安全性に関する記号

次の安全性に関する記号が、本装置および本マニュアルに表示されています。

 一般的な警告記号
この記号は、危険性に関して注意を喚起する目的で示されています。 潜在的な危
険性を回避するため、この記号にともなうすべての安全性に関する事項に必ず
従ってください。

重要
安全にお使いいただくために
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 感電
この記号は、感電の危険性に関して注意を喚起する目的で示されています。 危険
性を回避するため、この記号にともなうすべての安全性に関する事項に従ってく
ださい。

安全性に関する警告表示

本マニュアルでは、以下の警告表示を使用しています。

危険記号は、切迫した危険な状況を示しています。 この記号は、正しく従い実行しな
ければ、死亡または重症につながる手順や手続きであることを示しています。 危険記
号が示している状況を十分に理解して対応を取らない限り、この記号より先のス
テップへ進まないでください。

警告記号は、危険な状況をもたらす可能性がある事柄を示しています。 この記号は、
正しく従い実行しなければ、死亡または重傷につながる手順や手続きであることを
示しています。 警告記号が示している状況を十分に理解して対応を取らない限り、こ
の記号より先のステップへ進まないでください。

注意記号は、危険な状況をもたらす可能性がある事柄を示しています。 この記号は、
正しく従い実行しなければ、中程度以下の障害、特に機器の一部または全体の破損、
あるいはデータの喪失につながる可能性のある手順や手続きなどに注意する必要が
あることを表しています。 注意記号が示している状況を十分に理解して対応を取らな
い限り、この記号より先のステップへ進まないでください。

危険

警告

注意
安全にお使いいただくために
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参考記号

本マニュアルでは、以下の参考記号を使用しています。

重要記号は、重要な情報またはタスクの完了に不可欠な情報を伝える注意事項であ
ることを示しています。

参考記号は、特別な注意を必要とする操作手順や手続きであることを示しています。 
また、参考記号は必須ではなくても、役に立つ関連情報または説明情報を示す場合
にも使用されます。

ヒント記号は、特定のニーズのための技術および手順の適用をサポートし、製品の
機能を効果的に使用するためのヒントを提供する注意書きであることを示していま
す。

保証情報

Evidentは特定の期間において、契約条件に基づき、お使いの Evident製品に材料お
よび製造技術の欠陥がないことを保証します。契約条件については、
https://www.olympus-ims.com/ja/terms/をご覧ください。

Evidentは、本製品を本使用説明書 に記載された適切な方法でのみ使用し、酷使、
誤用、不正な修理、改造が行われていない場合にのみ保証します。Evidentは、所有
物あるいは人体損傷に関わる損害を含むいかなる結果的あるいは付随的損害につい
て一切の責任を負いません。

機器の受領時には、その場で、内外の破損の有無を確認してください。輸送中の破
損については通常、運送会社に責任があるため、いかなる破損についてもすぐに輸
送を担当した運送会社に速やかにご連絡ください。 梱包資材、貨物輸送状なども申し
立てを立証するために必要となりますので保管しておいてください。え運送会社に
連絡した後で、損害賠償請求や機器の交換についてサポートが必要な場合は、
Evidentまでご連絡ください。

重要

参考

ヒント
安全にお使いいただくために
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本マニュアルでは、Evident製品の適切な操作について説明しています。ただし、本
マニュアルに含まれる内容につきましては、教示を目的としておりますので、利用
者または監督者による独立した試験または確認を行ってから特定のアプリケーショ
ンで使用してください。このような独立した確認の手続きは、複数のアプリケー
ションで、それぞれの検査条件の違いが大きくなるにつれて重要になります。こう
した理由により、本マニュアルで述べられている技術、例、手順が工業基準に適合
していること、または特定のアプリケーション要件に適合していることを保証して
おりません。

Evidentは製造済みの製品の変更を義務付けられることなく、その製品の仕様を修正
または変更する権利を有します。

テクニカルサポート

Evidentは、販売後のサービス徹底を心がけ、高品質のテクニカルサポートと信頼の
アフターサービスを提供しております。本製品の使用にあたって問題がある場合、
または本マニュアルの指示どおりに操作ができない場合は、最初に本マニュアルを
参照してください。それでも問題が解決せずサポートが必要な場合は、当社のアフ
ターセールスサービスセンターまでご連絡ください。最寄りのサービスセンターに
ついては、Evidentのウェブサイトの「修理サービスのご案内」ページをご覧くださ
い。
安全にお使いいただくために
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はじめに

OpenView SDKは、最適な検査ソフトウェアおよびワークフローの開発に使用でき
るソフトウェア開発キット（SDK）です。

• アプリケーションおよびユーザーの要件に基づいて、カスタマイズされたソフト
ウェアユーザーインターフェイスを作成できます。

• 検査システムのワークフローを自動化できます。

OpenView SDKは、64ビットの C++および C#プログラミング環境との互換性があ
ります。 オリジナルのソースコードとともに完全なサンプルプログラムが含まれてお
り、大変わかりやすく、一般的なタイプのアプリケーションの作成にすぐに取りか
かることのできる作りになっています（詳しくは、サンプルアプリケーションと
コードスニペットページの「15」を参照してください）。

OpenView SDKを使用するには、超音波を用いた非破壊検査（NDT）に関するある
程度の知識および経験が必要です。 OpenView SDKのコマンドの詳細については、
以下のアクセスパスにあるヘルプファイルを参照してください。

[インストールフォルダー名 ]\EvidentNDT\OpenView SDK[バージョン ]\Doc

非破壊検査についての詳細は、以下の「Advanced NDT Series」の資料を参照してく
ださい。 https://www.olympus-ims.com/ja/pdf-library/より無料の PDFファイルをダ
ウンロードしていただけます。

• Introduction to Phased Array Ultrasonic Technology Applications
• Advances in Phased Array Ultrasonic Technology Applications

参考
はじめに
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1. システムワークフローへの SDK統合

OpenView SDKは、主に検査システムワークフローのステップ中に FocusData SDK
と共に使用します。 ワークフローのステップを図 1-1ページの 11に示します。

図 1-1  ワークフローのステップ

OpenView SDKを使用すると、検査構成の生成、検査の制御、音響パラメーターの
変更を行うための独自のソフトウェアを構築できます。 また、ライブ A-スキャンお
よび C-スキャンデータの取得、処理、保存にも使用できます。

ワークフローのステップ中に、いくつかの操作がカスタムソフトウェアによって行
われます。 これらの操作の説明を表 1ページの 12に示します。

設計 校正 検査 解析

OpenView SDKを使用した
カスタムソフトウェア

.lawファイル
システムワークフローへの SDK統合
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表 1  ワークフローでの操作

ワークフローの
ステップ カスタムソフトウェアによる操作

• .lawファイルのインポート
• ビームセットの作成

• ビームパラメーターの設定
• ゲートパラメーターの設定
• TCGパラメーターの設定
• 一般的な UTパラメーターの設定

• 検査の開始
• 検査の停止

• カスタムデータ表示の構築

設計

校正

検査

解析
第 1章
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2. ハードウェアの要件と構成

OpenView SDKは、Windows 7以降のオペレーティングシステムバージョンとの互
換性があります。

2.1 Getting Started — 最低限必要な動作環境

OpenView SDKに最低限必要な動作環境は以下のとおりです。

• CPU: Intel Core i7または Xeon E3
• RAMメモリー : 16 GB（DDR3以上）
• データストレージドライブ : SSD
• ネットワークアダプター : ギガビットイーサネットカード — データ収集装置専
用（データ収集用） ドライバーが 9kジャンボパケットに対応している必要があ
ります。 ネットワークアダプターをローカルエリアネットワークとデータ収集装
置に同時に接続する場合は、コンピューターに 2つ目のネットワークアダプター
が必要です。

• キーボードおよびポインティングデバイス
• 以下のオペレーティングシステムのいずれか（64ビット）:

— Microsoft Windows 10
— Microsoft Windows 8
— Microsoft Windows 7
ハードウェアの要件と構成
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2.2 必要な統合開発環境（IDE）

OpenView SDKに必要な統合開発環境（IDE）：
Visual Studio 2015以降のバージョン

2.3 構成

ファイアウォール、装置の接続、およびイーサネットの最低速度は、
OpenView SDKに付属の構成ツールで自動的に構成されます。 統合の詳細について
は、SDK統合の要件ページの「27」を参照してください。 トラブルシューティング
と構成の詳細については、トラブルシューティングガイドページの「21」および IP
アドレスの構成ページの「24」を参照してください。
第 2章
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3. サンプルアプリケーションと
コードスニペット

OpenView SDKのコンパイル済みのすぐに使用可能なサンプルアプリケーション
（プログラム）は、以下のアクセスパスのフォルダーにあります。

[インストールフォルダー名 ]\Evident NDT\OpenView SDK [バージョン ]\

サンプルアプリケーションは、カスタムアプリケーションを作成する際のスタート
点として理想的です。

サンプルアプリケーションの完全なソースコードは、上記アクセスパスのサンプル
アプリケーション名が付いたサブフォルダー内にあります。このサブフォルダーに
は、サンプルアプリケーションのコードのプログラミングに使用する言語の名前が
追加されます。

コードスニペットには以下からアクセスできます。

• Visual Studioソリューション（プログラム）：
C:\EvidentNDT\OpenView SDK\1.0\OpenViewSDK.CodeSnippets.sln

• ソリューションに含まれるプロジェクト：
C:\EvidentNDT\OpenView SDK\1.0\CodeSnippets

SampleApplication.NET.exeプログラムは、OpenView SDKの主な機能を単純な
ユーザーインターフェイスに統合しています（図 3-1ページの 16から図 3-3ページ
の 17の例を参照）。
サンプルアプリケーションとコードスニペット
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図 3-1  サンプルアプリケーション SDKのメインウィンドウ — 例 1

図 3-2  サンプルアプリケーション SDKのメインウィンドウ — 例 2
第 3章
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図 3-3  サンプルアプリケーション SDKのメインウィンドウ — 例 3
サンプルアプリケーションとコードスニペット
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4. コマンドの構成

OpenView SDKコマンドはツリー構造を基にしています。 コマンドを使用できるか
どうかは、制御する要素によって異なります。

4.1 表記規則

コマンドには以下の表記規則が使用されます。

• インターフェイスは、通常、名前が文字 iで始まるため容易に識別できます
• 一連のパラメーターは末尾に collectionsが付きます。

4.2 単位

設定内のすべての値は、国際単位系（SI）を使用しています。

• 時間はナノ秒単位です。
• 振幅はパーセンテージおよびデシベル（dB）単位です。

4.3 コマンド構造

APIコマンド構造全体の図は、以下のアクセスパスにある OpenView SDKインス
トーラーから提供されます。

C:\EvidentNDT\OpenView SDK\1.0\doc
コマンドの構成
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5. トラブルシューティング

この章では、OpenView SDKのトラブルシューティングについて説明します。

5.1 トラブルシューティングガイド

表 2ページの 21に、OpenView SDKから出される例外に対処するためのガイドを示
します。

表 2  トラブルシューティングガイド

例外メッセージ 対処方法

The user has tried to use an address 
already used by an application:
（ユーザーはアプリケーションが既
に使用しているアドレスを使用しよ
うとしました：）
Port, IP address, Protocol（ポート、
IPアドレス、プロトコル）

アドレスを使用しているプロセスを閉じます。
ヒント： アドレスを使用しているすべてのプロセ
スをリストするには、コマンド “netstat -a -
b”を使用します。

The network adaptor with IP address 
is unusable.（IPアドレスを持つ
ネットワークアダプターを使用でき
ません。）

以下の点を確認します。
• IPアドレスに関連付けられているネットワー
クアダプターが存在すること。

• ネットワークアダプターが無効になっていな
いこと。

• ネットワークアダプターに接続されている
イーサネットケーブルの両エンドポイントが
接続されていること。
トラブルシューティング
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The TCP connection has been closed 
unexpectedly: Protocol, Remote IP 
address, Remote Port（TCP接続が
予期せず閉じられました： プロトコ
ル、リモート IPアドレス、リモー
トポート）

以下の点を確認します。
• PCと機器をつなぐイーサネットケーブルが接
続されていること。

• 機器が再起動されていないこと。

The device Serial Number is in an 
invalid state.（機器のシリアル番号
が無効な状態です。）

機器を再起動します。

The firewall blocks the following 
transfer: Local Port, Local IP address, 
Remote IP address, Protocol, 
Direction.（ファイアウォールは次の
転送をブロックします： ローカル
ポート、ローカル IPアドレス、リ
モート IPアドレス、プロトコル、
方向）
注記： ルール（Rule Name）が転送
をブロックすることを示すオプショ
ンの追加メッセージが表示される場
合があります。

メッセージにルールが示されている場合は、その
ルールを無効にします。
何も示されていない場合は、OpenView SDKを再
インストールします。

The device Serial Number does not 
have enough disk space to download 
the firmware package.（機器（Serial 
Number）にはファームウェアパッ
ケージをダウンロードするのに十分
なディスクスペースがありません。）

オリンパスにお問い合わせください。

表 2  トラブルシューティングガイド（続き）

例外メッセージ 対処方法
第 5章
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The buffer holding the acquisition 
data has overflowed.（収集データを
保持するバッファがオーバーフロー
しました。）

次のステップを実行します。
• オブジェクト “IAcquisition”の開始時にス
レッドが継続的に
“IAcquisition::WaitForData”を呼び出
すことを確認します。

• “IAcquisition::WaitForData”を呼び出
すスレッドのワークロードを最低限に減らし
ます。

• より高速な PCでコードを実行します。
• Release構成でコードを実行します。
• OpenView SDKを使用しているアプリケー
ション以外のすべてのアプリケーションを閉
じます。

• データ収集速度を低くするか、より軽量の
セットアップを使用することにより、データ
スループットを低くします。

• スイッチを使用している場合は、最大 9014バ
イトのジャンボパケットに対応していること
を確認します。

• 機器と PCをつなぐハードウェア、つまり
イーサネットケーブル、スイッチ、および PC
を交換します。

• 機器を再起動します。
• 上記のどれを実行してもエラーが解決しない
場合は、オリンパスにお問い合わせください。

The configuration of the network 
adaptor with IP address is invalid.
（IPアドレスを持つネットワークア
ダプターの構成が無効です。）

接続構成ツールを使用して、以下のパラメーター
でネットワークアダプターを設定します。
• 表 3ページの 26に示されているように IPア
ドレスを設定します。 構成ツールついては、IP
アドレスの構成ページの「24」を参照してく
ださい。

• サブネットマスクは 255.255.0.0にする必要が
あります。

• ジャンボパケットを 9014バイトに設定する必
要があります。

表 2  トラブルシューティングガイド（続き）

例外メッセージ 対処方法
トラブルシューティング
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5.2 IPアドレスの構成

このセクションでは、FOCUS PXで IPアドレスを構成する方法について説明しま
す。

IPアドレスを構成するには

1. IPアドレスの構成を始める前に、APIアプリケーションを閉じます。
2. 管理者モードで構成ツールを開きます。

 デスクトップで構成ツールアイコンを右クリックし、[管理者として実行 ] >
 [はい ]をクリックします（図 5-1ページの 24を参照）。

図 5-1  構成ツールを開く

3. [Configure Network Card（ネットワークカードの構成）]をクリックします
（図 5-2ページの 25を参照）。

デスクトップ
アイコン
第 5章

 
24



DMTA-20096-01JA, Rev. 4, 2022年 9月
図 5-2  ネットワークカードの構成の開始

4. [Network configuration（ネットワーク構成）]ダイアログボックスで、
FOCUS PXの通信に使用するネットワークカードを選択します（図 5-3ページの
25を参照）。

図 5-3  構成するネットワークカードの選択

5. 使用する IPアドレスの値を入力します。
使用可能な IPアドレスについては、表 3ページの 26を参照してください。

6. [Configure（構成）]をクリックします。
7. [OK] > [Apply（適用）]をクリックします。

ネットワークカードの
選択

IPアドレスの値
トラブルシューティング
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表 3  使用可能な IPアドレス

アドレス
ブロック アドレス範囲 スコープ 目的 

10.0.0.0/8 10.0.0.0～ 10.255.255.255 プライベート
ネットワーク

プライベート
ネットワーク内の
ローカル通信に使用172.16.0.0/12 172.16.0.0～ 172.31.255.255

192.168.0.0/16 192.168.0.0～ 192.168.255.255
第 5章
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付録 : SDK統合の要件

この付録には、OpenView SDKをソフトウェアに統合するための要件と推奨方法が
記載されています。

A.1 必要なファイアウォールルール

表 4ページの 27は、ソフトウェアのインストール時に有効にする必要があるすべて
のポートと、ポートのファイアウォールルールを追加する実行可能なコマンドを示
しています。

表 4  ポート用のコマンド

ポート コマンド
21 netsh advfirewall firewall add rule name=”Evident OpenView 

SDK”  dir=in action=allow protocol=TCP localport=21
67 netsh advfirewall firewall add rule name=”Evident OpenView 

SDK”  dir=in action=allow protocol=UDP localport=67
68 netsh advfirewall firewall add rule name=”Evident OpenView 

SDK”  dir=out action=allow protocol=UDP remoteport=68
9994 netsh advfirewall firewall add rule name=”Evident OpenView 

SDK”  dir=out action=allow protocol=TCP 
remoteport=9994,10994,12000,2701510994

12000
27015
SDK統合の要件
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A.2 OpenView SDKのインストーラーとキー

OpenView SDK用の入手可能な 2つのインストーラーを表 5ページの 28に示しま
す。 ソフトウェアインテグレーターは、エンドユーザーのインストーラーを自分のイ
ンストーラーに組み込む必要があります。

実行時にライブラリーの検索およびアクセスを行うにはキーが必要です。 キー値はイ
ンストーラーによって自動的に設定されます（表 6ページの 28）。

A.3 ファームウェアパッケージ

FOCUS PX探傷器で使用するソフトウェア開発キット（OpenView SDK）と
FOCUS PXファームウェアパッケージは、1つにまとまっています。 OpenView SDK
インストーラーには FOCUS PXファームウェアパッケージが組み込まれているた
め、起動時にファームウェアパッケージが FOCUS PXに送られます。 
OpenView SDKには、コンピューター上で使用するファームウェアパッケージが必
ず必要なので、アプリケーションコードはファームウェアの最新バージョンを検索
します。

表 5  インストーラー

インストーラー 説明
InstallOpenViewSDK-1.0RXXX.exe プログラマーのコンピューターへのインストール用。 

ライブラリー、マニュアル、コードスニペットが含ま
れます。 インストール先は C:\EvidentNDTです。

InstallOpenView-1.0RXXX.exe エンドユーザーのコンピューターへのインストール用。 
ライブラリーのみが含まれます。 インストール先は
C:\Program Filesです。

表 6  キー

インストーラー キー
InstallOpenViewSDK-
1.0RXXX.exe

HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\EvidentNDT\OpenView 
SDK\1.0\VersionPath

InstallOpenView-
1.0RXXX.exe

HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\EvidentNDT\OpenView\
1.0\VersionPath
付録
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以下に示すサンプルコードは、プログラミング実行例です。

    // Select the latest version of firmware packages.
    shared_ptr<IFirmwarePackage> package;
    auto packages = IFirmwarePackageScanner::GetFirmwarePackageCollection();
    if (!packages.empty() )    
package = packages->GetFirmwarePackage(0);

    if (package == nullptr)
      throw std::exception(“Could not find the firmware package.”);

    
    // Start the package on the device. 
    if (!device->HasPackage(package))
      device->Download(package);
      
    device->Start(package);

A.4 構成ツール

構成ツールはエンドユーザーインストーラーによってインストールされます。 ルート
ディレクトリはレジストリキーと同じ場所です（表 6ページの 28参照）。 このルート
ディレクトリに “Tools”フォルダが追加されるはずです。

構成ツールを呼び出すためにソフトウェアにリンクを追加することをお勧めします。 

このリンクは、例えば青色と黄色の盾アイコン（ ）を表示して、
管理者権限が必要であることを示すようにします。
SDK統合の要件
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付録

 
30



DMTA-20096-01JA, Rev. 4, 2022年 9月
図一覧

図 1-1 ワークフローのステップ ..................................................................................  11
図 3-1 サンプルアプリケーション SDKのメインウィンドウ — 例 1 ...................  16
図 3-2 サンプルアプリケーション SDKのメインウィンドウ — 例 2 ...................  16
図 3-3 サンプルアプリケーション SDKのメインウィンドウ — 例 3 ...................  17
図 5-1 構成ツールを開く ..............................................................................................  24
図 5-2 ネットワークカードの構成の開始 ..................................................................  25
図 5-3 構成するネットワークカードの選択 ..............................................................  25
図一覧

 
31



DMTA-20096-01JA, Rev. 4, 2022年 9月
図一覧

 
32



DMTA-20096-01JA, Rev. 4, 2022年 9月
表一覧

表 1 ワークフローでの操作 ..........................................................................................  12
表 2 トラブルシューティングガイド ..........................................................................  21
表 3 使用可能な IPアドレス ........................................................................................  26
表 4 ポート用のコマンド ..............................................................................................  27
表 5 インストーラー ......................................................................................................  28
表 6 キー ..........................................................................................................................  28
表一覧

 
33



DMTA-20096-01JA, Rev. 4, 2022年 9月
表一覧

 
34


	目次
	安全にお使いいただくために
	ユーザーズマニュアル
	安全性に関する記号
	安全性に関する警告表示
	参考記号
	保証情報
	テクニカルサポート

	はじめに
	1. システムワークフローへのSDK統合
	2. ハードウェアの要件と構成
	2.1 Getting Started — 最低限必要な動作環境
	2.2 必要な統合開発環境（IDE）
	2.3 構成

	3. サンプルアプリケーションと コードスニペット
	4. コマンドの構成
	4.1 表記規則
	4.2 単位
	4.3 コマンド構造

	5. トラブルシューティング
	5.1 トラブルシューティングガイド
	5.2 IPアドレスの構成

	付録: SDK統合の要件
	A.1 必要なファイアウォールルール
	A.2 OpenView SDKのインストーラーとキー
	A.3 ファームウェアパッケージ
	A.4 構成ツール

	図一覧
	表一覧


<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


